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４月に恵庭南高校から異動してまいりました。これまで本

校で勤務されました歴代の校長先生方や先生方、更には多く

の先輩たちが築いてこられた良き伝統を受け継ぎ、保護者や

地域の皆様から一層信頼される札幌北陵高校を目指して頑張

りますのでどうぞよろしくお願いいたします。

さて、本校は、この春、私を含めて９名の教職員が新たに

着任し、また、４月８日には新入生 320 名を迎え、新年度が
スタートしました。早いもので、１年生の宿泊研修が終了し、

３年生は平常講習が本格的に動き出し、間もなく、高体連の

支部予選が始まるといった時期を迎えます。まさに光陰矢の

ごとしです。

本校では今年度も「自立 敬愛 進取」の校訓のもと、「進学＋α」を基本理念に、生

徒が学業はもとより、行事や部活動に全力で取り組み、進路希望の実現と調和のとれた人

間形成を目指して、教育活動を行ってまいります。

私は始業式で「やりたいことややらなければならないことはたくさんあるが、卒業まで

の時間は限られているので、『集中と切り替え』を合い言葉に何事にも全力で取り組んで

ほしい」と話をしました。生徒が充実した高校生活を送ることができるよう、また、生徒

が自分の可能性を開花させ伸ばすことができるよう、我々教職員一丸となって教育活動に

取り組んでまいりますので、今後とも本校に対する温かいご支援とご協力をお願い申し上

げご挨拶といたします。

４月８日(火)14:00 より、第 43 回入学式が行われました。
当日はやや風が強く寒いながらも、春らしい晴天に恵ま

れ、多数の保護者の方々にご来校をいただきました。吹奏

楽局の演奏に合わせて入場・着席の後、各担任から名前を

呼ばれ、全員の入学が許可されました。

新入生代表生徒は「新しい生活には不安もありますが、

それ以上に大きな期待があります。今日から自分たちの青

春時代を築くために頑張り、北陵高校の伝統と校風を受け

継ぎ発展させるよう努力します」と力強く宣誓しました。



４月 18 日(金)～ 20 日(日)の２泊３日、１
年生の宿泊研修が美瑛町の国立大雪青少年交流

の家で行われました。

本校では、１年生の「導入期指導」のひとつ

として宿泊研修を位置づけ、生活面や学習面の

ルールなどを学ばせる機会として毎年 4月中旬
に実施しています。

入所後、各研修がスタート。本校宿泊研修名

物の綱引き「北陵で綱を引け」では、１日目の

練習の成果を２日目の決勝トーナメントでどう

生かすかがポイントとなり、各クラスともこの

綱引きを通してしっかりと団結しました。

すでに教科指導や部活動指導などで多くの先

生方が活躍されています。

よろしくお願いします。

また、今回から新たに導入された「自学自習」

は、４月 11 日に学校で行われた「学習オリエ
ンテーション」を受ける形で、実際の自宅での

学習を再現しました。１日目の夜は体育館に全

員が集まり、机を並べて英数国の教材(スタデ

ィチャージ)を学び、２日目の夜はクラスごと

に分かれて、本校独自のドリル型プリント課題

をたくさんこなしました。綱引きの疲れも見ら

れる中、一人も居眠りをすることなく真剣に学

習に取り組む姿が印象的でした。

全体を通して、実りの多い結果となった今年

の宿泊研修。43 期生の今後の飛躍が期待され
ます。

月 日 曜 行事名

3 土 　３年全統マーク模試

　壮行会

　３年平常講習３クール③

8 木 　３年平常講習３クール④

31 土 　３年進研マーク模試

　教育実習開始(４週間)

　３年平常講習４クール①

3 火 　３年平常講習４クール②

4 水 　歯科検診　

5 木 　３年平常講習４クール③

　３年公務員模試

　３年小論文模試

　３年平常講習４クール④

7 土 　３年前期土曜講習①

11 水 　３年保護者懇談会

16 月 　２年保護者懇談会

17 火 　１年保護者懇談会
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役　職 氏　　　名 教　科

校　長 藤岡　二朗

教　頭 鈴木　　浩

教　諭 堀内　一大 国　語

教　諭 山下　良二 社　会

教　諭 近藤　茂樹 数　学

教　諭 曽根　雅人 英　語

教　諭 藤田　　收 国　語

教　諭 渋江　浩二 音　楽

実習助手 梅岡　　学

＊学校ホームページでは日々、情報を更新していますので併せてご覧ください。＊

http://www.sapporohokuryou.hokkaido-c.ed.jp/


